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は、川の恵みのほとんどが電気にかえられ、

川沿いに落ちるべき恵みが収奪されていま

す。例えば、小千谷にはJRの大きな発電

所があり、東京の電車を動かしていますが、

飯山線は電化されていません。阿賀野川に

ついても、尾瀬まで17基のダムが階段状

にあって発電されているのに、磐越西線も

電化されていないという状況です。

本来の川の恵みがもっと地元に還元され

ていたら違った情況になっていたと思いま

す。こうした矛盾を解決できる方向にベク

トルを向けたいと思いながら取り組んでき

ました。定年まであと６年の任期のうちに

解決の方向を見届けて退官できればなと思

っています。もっとも新潟に永住するつも

りですので死ぬまで関わるかなと思ってい

ます。

現在は、田舎に住んでいる人の方が東京

に住んでいる人よりもずっと誇りを持って

生きているように感じます。それは、時代

とともに意識や価値観が変わり、物質やお

金に換算できない豊かさがあると実感でき

てきたのだと思います。その辺の価値観に

私の研究がマッチして受け入れられている

のではないかと思っています。

なくしてしまった豊かな日本の自然

縄文時代から高度成長時代に入る前まで

の日本の自然は豊かで生産力がありまし

た。縄文時代は狩猟・採取社会でありなが

ら定住社会をつくっていました。日本の自

然の生産力が高かったためで、他の文明で

は見られなかったことです。江戸時代でも、

今考えられるほど貧しくはなかったようで

す。例えば、何も生産しない良寛さんを養

うような豊かさがありましたし、越後には

間引きもなかったようです。我々はそんな

豊かな自然と共生関係を結ぶ“技
わざ

”を持っ

ていたのです。しかし、現在はその豊かな

自然も“技
わざ

”もなくしてしまいました。縄

文から続いてきた自然をわずかここ40年

で破壊してしまったのです。

第二次世界大戦後の窮乏時代に餓死した

人はいなかったと思います。しかし、現在I
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の不況から、もし大恐慌が起きたら、この

自然と“技
わざ

”を失った状況では餓死する人

が多く出るのではないかと思われます。

『国破れて山河あり』といいますが、現在

は『国栄えて山河無し』の状態になってし

まいました。

市場経済一辺倒で進んできた弊害です。

効率という名のもとに普遍的な価値が一つ

という発想で、多様性がなくなって、足腰

の弱い自然になってしまったのです。現在

は日本の自然の大転換期にあたっていま

す。残念ながら、縄文からの自然の再生は

無理だと思いますが、少しでも回復させる

必要があるでしょう。

個々の価値を評価──たわいもないことに
感心する心

今後は、効率的生産からの脱却

をはからないといけないと思いま

す。市場経済価値とそこからこぼ

れた価値をどうつなげていくのか。

新しいネットワークづくりによる

共存が必要になると思われます。

それには個々の価値をもっと評価

し、たわいもないことを感心する

気持ちや好奇心が大切な要素にな

ってくると思います。

雪は近代技術で克服しきれない存在で、

近代的な生活には障害になります。新潟人

は雪のお蔭で、いわゆる単純な近代的な都

会人になりきっていません。むしろ、そこ

に大きな価値があるのではないでしょうか。

日本の自然の原点は新潟──自然と共生を
目指す学生は新潟大学へ!!

世界最古の土器は新潟の上川村から出土

しています。「新潟は縄文文化のメッカ。

日本の自然の原点は新潟」そして、自然と

共生を目指す学生は新潟大学に行くしかな

い！！とＰＲしていきたいですね。それと、

トキを野生化させたいです。これは、大学

の大きなテーマにしてもいいと思っていま

す。

I
N

T
E

R
V

I
E

W

新
潟
は
縄
文
文
化
の
メ
ッ
カ
。

日
本
の
自
然
の
原
点
は
新
潟
。

●インタビューを終えて

「水ガキよ、大志を抱け！」

風薫る5月28日の午後、私

たちは工学部大熊研究室を訪ね

た。脱ダム宣言で有名な「長野県

治水利水ダム等検討委員会」の委員や、ＮＰＯ法

人「新潟水辺の会」会長も務める大熊孝教授に、

研究の醍醐味を伺うためである。ご多忙のなか、

90分のインタビューに応じて下さった。

落ち着いた口調の端々に、我々が高度成長社会

のなかで失ってきた大事なものを回復しなければ

ならない、という強い意志がにじむ。人や川や森

のありのままの姿を取り戻すという発想の原点は、

どうも大熊少年の生活経験にあると見えた。今の

学生には自然に対する興味と知識が希薄で、それ

が何よりも残念と言われる。よく遊ぶ学生の方が

伸びるものだ、とも。「悪ガキがお好きですね」

と問うと、「いや、水辺で我を忘れて興じる水ガ

キがいい」とのお返事だった。なるほど、水ガキ

ですか。利根川や信濃川の研究をライフワークと

するに至るその原風景が見えたような気がした。

（教育人間科学部　石坂妙子）


